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【発表のポイント】

〇擬死行動、いわゆる「死んだふり」は多くの動物で観察されるが、ミジンコの

仲間であるマルミジンコ類*1も示す。 

〇しかし、天敵に襲われたとき、遊泳逃避行動に比べて擬死行動がどれほど有利

なのかは不明であった。 

〇マルミジンコとその天敵であるアキアカネのヤゴの行動観察を行ったところ、

マルミジンコの擬死行動は遊泳逃避行動に比べて生存率を 5 倍高め、天敵か

ら身を守るうえで有効であることがわかった。

【概要】

擬死行動、いわゆる「死んだふり」は多くの動物で観察され、天敵から身を守る行動

の一つと考えられています。水中に生活する微小な動物プランクトンであるマルミジン

コ類も、天敵に襲われると動きを止める擬死行動を示すことが知られていました。しか

し、擬死行動が、身を守るうえでどれほど有効かは不明でした。

東北大学大学院生命科学研究科の山田紗友美博士研究員と占部城太郎教授は、

国内のどこの水辺にでもいるマルミジンコが、天敵であるアキアカネのヤゴに襲われた

際の行動を観察し、ヤゴはマルミジンコが遊泳する際に発する流れを利用して餌とし

て察知すること、マルミジンコ類は天敵のヤゴに襲われるとしばしば擬死行動をし、遊

泳逃避にくらべて生存率が5倍も高くなることを明らかにしました。本研究から、天敵か

ら身を守る「死んだふり」は小さな水生動物も利用していることがわかりました。

本研究成果は 2021 年 9 月 3 日に淡水生物学の国際誌「Freshwater Biology」オ
ンライン板で公開されました。観察を記録した動画も公開されています（動画掲載

URL：https://youtu.be/PZbW3qjyl2c）。 

ミジンコの仲間は「死んだふり」でヤゴを欺く



 

 

【研究の背景】 
擬死行動、いわゆる「死んだふり」は多くの動物で観察され、天敵による捕食を逃れ

る行動と考えられています。水中に生活する動物プランクトンであるマルミジンコ類で

も、天敵に襲われると、動きを止め、あたかも死んだような行動をとることが知られてい

ました。しかし、そのような行動が、例えば泳ぎ去るなど他の逃避行動に比べてどれほ

ど有利なのか不明でした。 
本研究では、アキアカネ（Sympetrum frequens）の若齢幼虫（ヤゴ）がどのように

餌生物を認知するかを調べるとともに、その餌となるマルミジンコ類（マルミジンコ

Chydorus sphaericus 、ホソオミジンコ Oxyurella tenuicaudis）との間にみられる

捕食―被食の闘争を観察することで、マルミジンコ類が天敵に襲われた際に示す擬

死行動の頻度やその行動が遊泳逃避する場合にくらべてどれほど生存率が高くなる

かを解析しました。 
 
【主な研究成果】 
アキアカネのヤゴについて、マルミジンコ類に対する単位時間あたりの捕食数を調

べたところ、明条件と暗条件で違いはありませんでした。しかし、麻酔して動きを止め

たマルミジンコ類は明条件であっても食べられませんでした。このことから、ヤゴは視

覚ではなく、マルミジンコ類が遊泳する際に発する微細な流れを察知して捕食攻撃し

ていることがわかりました。次いで、ヤゴ１個体に対して 5~25 個体のマルミジンコもし

くはホソオミジンコを容器に入れ、両者の行動を観察する実験を計 60 回繰り返しまし

た。その結果、これらマルミジンコ類とヤゴの遭遇が計 399 回観察され、そのうちヤゴ

がマルミジンコ類を襲ったのは 218 回、マルミジンコ類の捕食に成功したのは 65 回

でした。捕食から逃れたマルミジンコ類 153 個体のうち、59 個体はそのまま泳いで逃

避する行動を示しましたが、13 個体は再度の攻撃で捕食されました。すなわち、泳い

で逃げたマルミジンコ類の 22%は食べられてしまいました。一方、遊泳逃避しなかっ

た94個体は数秒〜数十秒間にわたって動きを止め擬死行動を示しました。このうち、

食べられてしまったのはたった 4 個体(4%)でした。マルミジンコ類が擬死をしている

間、ヤゴは気がそれるか興味を失い、その隙に擬死していた個体は動きを再開し、逃

げ延びることができました（動画：https://youtu.be/PZbW3qjyl2c）。この実験から、

擬死行動が遊泳逃避にくらべて 5 倍も生存率が高くなることがわかりました。 
 擬死行動は、 動く餌を視覚でとらえて襲う天敵に有効と考えられてきましたが、本

研究から、水の流れを察知して餌を探す天敵に対する捕食回避行動としてもたいへ

ん有効であることが明らかにされました。 
 
【今後の展望】 
水中で生活する動物は、その大小に関わらず、遊泳すると必然的に流れが生じま

す。このような流れは、天敵にとっては餌を察知する重要な情報源となります。水の動

きで餌を察知する天敵から身を守るため、マルミジンコのような擬死行動は、多くの水



生生物が天敵から逃れるために利用している可能性があり、様々な水生生物を対象

とした行動研究の進展が期待されます。 
 

   
マルミジンコ(左）とアキアカネの若齢幼虫（ヤゴ：右） 
 
【用語説明】 
＊1 マルミジンコ類…エビやカニと同じ甲殻類で、枝角目といういわゆるミジンコの仲

間です。枝角目の中でも、マルミジンコ科（Chydoridae 科）は 170 種以上と種数がミ

ジンコの仲間の中で最も多いグループです。今回実験に用いたのは、マルミジンコ科

のマルミジンコとホソオミジンコで、全国各地の湖沼などに生息し、体長は 0.3~0.5 ㎜

です。 
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